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システム図

　この複合型小売店舗では、従来、ガス焚冷温水発生機を使用して空調を行っていましたが、経年による効率低下と機器のメ
ンテナンス費の増加が課題となっていました。また、企業の取り組みとしてCO₂排出量の削減についても重要視しています。
　そこで、エネルギーサービス事業者によるエネルギーサービスの活用により、既存のガス焚冷温水発生機を高効率空冷
ヒートポンプチラーに更新した結果、初期費用の平準化を図り、エネルギーコストを大幅に削減することができました。さら
に、課題であったメンテナンス費についても軽減することに繋がりました。

■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：35.8％低減
　・年間エネルギー費用：45.6％低減
　・年間CO₂排出量：38.1％低減※

■設備概要
●空冷ヒートポンプチラー（新設）
　・180kW（60HP）×5台×2系統

●ガス焚冷温水発生機（撤去）
　・1,407kW×1台
　・1,055kW×1台

※ 電力のCO₂排出係数：0.463kg-CO₂/kWh
　 都市ガスのCO₂排出係数：2.23kg-CO₂/Nm3

複合型小売店舗における
空冷ヒートポンプチラー導入による省エネ
複合型小売店舗における
空冷ヒートポンプチラー導入による省エネ

　この工場では、フィルムを生産しています。生産ラインの中には複数の大型冷凍機があり、そこで作られた冷水を使用し
ていますが、生産ラインの稼働減少により冷凍機１台あたりの負荷が減少し効率が低下していたため、エネルギーコストの
削減方法を模索していました。
　そこで今回、生産ライン間の冷水配管を接続することで冷凍機を１台停止し、運転中の冷凍機の負荷を上昇させ高効率
な運転状態としたことにより、省エネルギー及びコスト削減が達成できました。

フィルム製造工場における
冷凍機の運転最適化による省エネ
フィルム製造工場における
冷凍機の運転最適化による省エネ
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水銀灯

　このホテルでは、「こころからの笑顔でのおもてなし」をコンセプトに掲げ、訪れるお客さま、ひとりひとりを温かくお迎え
しています。24時間365日稼働しているこのホテルは、お客さまが快適に過ごせる環境を第一に考えながら、省エネにも
取り組んでいます。
　今回、空調熱源設備を吸収式冷温水発生機からヒートポンプチラーに更新するとともに、季節・稼働状況に合わせた運
用を図ることによって省エネルギーを達成することができました。

改善前

改善後

体育文化施設における
高効率型空調・給湯・照明設備の導入による省エネ
体育文化施設における
高効率型空調・給湯・照明設備の導入による省エネ

（冷房運転時）システム図

　この体育文化施設では、従来、空調に蒸気吸収式冷凍機及び蒸気ボイラー（都市ガス）、給湯に温水ボイラー（都市ガス）、
照明に水銀灯（アリーナ用）と蛍光灯（事務棟用）を使用していました。しかし、近年は故障の増加とエネルギーロスが課題と
なっていました。
　そこで今回、空調を電気式空冷ヒートポンプ、給湯をエコキュート、照明をLEDへとそれぞれ更新しました。これらの更新に
あたっては、ESCOサービスを活用し、初期投資なしでエネルギー使用量及びCO₂排出量を削減することができました。

■改善効果（設計上試算）
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：30％低減
　・年間エネルギー費用：32％低減
　・年間CO₂排出量：31％低減※

■設備概要（新設）
●空調設備（冷房能力）
　・電気式空冷ヒートポンプ　236kW（14台計）
●給湯設備（加熱能力）
　・エコキュート　7.2kW×2台
●照明設備
　・LED　17kW（143灯計）

※ 電力のCO₂排出係数：0.463kg-CO₂/kWh
　 A重油のCO₂排出係数：2.71kg-CO₂/ℓ

改善後

改善前 ■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：23.4％低減
　・年間エネルギー費用：21.6％低減
　・年間CO₂排出量：23.4％低減※

■設備概要
●ターボ冷凍機×1台（既設）
　・冷凍能力500USRT
●ヒートポンプチラー×6台（新設）
　・冷暖能力150kW
●吸収式冷温水発生機×1台（撤去）
　・冷凍能力260USRT、暖房能力227USRT

※ 電力のCO₂排出係数：0.463kg-CO₂/kWh

ホテル業における
空調熱源設備の更新及び最適運用による省エネ
ホテル業における
空調熱源設備の更新及び最適運用による省エネ

システム図■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：21.5％低減
　・年間エネルギー費用：21.5％低減
　・年間CO₂排出量：21.5％低減※

■設備概要
●ターボ冷凍機　7台
　・消費電力740kW/台
　・冷凍能力4,220kW/台

※ 電力のCO₂排出係数：0.463kg-CO₂/kWh
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季節・稼働状況にあわせて冷房、暖房の台数の組合せを細かく変更
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連結箇所

連結前 低負荷 低負荷 停止 停止 低負荷 低負荷 停止

連結後 高負荷 高負荷 停止 停止 高負荷 停止 停止




